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る（De Les Reyes et al, 2015）。現在，子どもの精神病理を評価する単一の尺度や方法であるゴール
ドスタンダードは存在しない（Richters, 1992）。このためほとんどの精神保健臨床家は，子どもの
包括的な評価の際，子どもや一人の親だけではなく，より多くの情報提供者からの報告が必要であ
ることを認識している（Mash & Hunsley, 2005）。そこで，精神保健医療の分野では，患者の精神病
理の評価，治療法の選択，治療効果を検討する際に，複数情報提供者（親・教師・子など）の情報を活
用している（例えば，Hawley & Weisz, 2003）。しかし，複数の情報提供者の報告書を使用すると，
しばしば，評価された人のメンタルヘルスの状態に関する一貫性のない結論つまり情報提供者間の
不一致が得られることが知られている（Achenbach, 1987; De Los Reyes & Kazdin, 2005; Goodman, 
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レビュー論文（Achenbach, 1987; Kraemer et al, 2003; De Los Reyes et al, 2005, 2013, 2015）を整理
し，検討する最新の領域について定義する。
情報提供者の対応関係　De Los Reyes et al（2015）の定量的レビューでは，Achenbach（1987）の
1960-1986年に発表された119の研究のメタアナリシスの後，1989年〜 2014年までに発表された341






す傾向があった。この効果は，内在化する懸念（rs：0.48 vs.24; Q=72.42，p ＜0.001）と外在化する懸












分析（例えば，Kreamer et al, 2003; Laird et al, 2013）をはじめとした高度な統計的手法での解決策
が提案・検証されている。また，系統的誤差は，行動遺伝学の系統的変動モデル化により避けるこ
とが可能だとの報告もある（Derks et al 2006）。
②文脈の違い　評価される行動を観察する場所が観察者によって異なり，子が評価される行動を表
現する場所が異なるためだとされ，近年では文脈の違いが支持され，一人の最適な情報提供者を特




ルや統計手法（多項式回帰分析・潜在クラス分析など）が提案されている（例えば，Kreamer et al, 
2003; Laird et al, 2013）。問題のタイプ別には，外在化された問題行動のような直接観察可能な子の
行動評価の一致・不一致と親と教師，教師と仲間のような評価される行動を観察する文脈が根本的
に異なる情報提供者間においての一致・不一致では文脈の違いによることが理由であると確認され










異なる見解を親子は持っていた（Yeh & Weisz, 2001）。量的には検討されていないが，子自身が苦
痛を自覚しているが，それを問題だと認識したり，治療の対象だと認識する場合に，問題を否定す
ることが指摘されている（Phares & Compas, 1990；Phares & Danforth, 1994）。また親の精神病理
が影響するという「うつ病ゆがみ仮説」である。抑うつ症状を経験している情報提供者は，他の情報
提供者からの報告と比較して，子どもの精神衛生上の懸念のレベルが高いことを示す報告であるが，
全体的に，抑うつ→歪曲効果に対する強い支持がない（De Los Reyes & Kazdin, 2005）。母親の不
安／ストレスについても同様に結果に一貫性はなく，慎重に検討されるべきだとされている（De 
Los Reyes & Kazdin, 2005）。視点のばらつきとバイアスについては，認知理論から導きだされた
The Attribution Bias Context model （ABC モデル）が提案され，今後 ABC モデルに基づいた検証
が課題である（De Los Reyes & Kazdin, 2005）。
⑥親・子それぞれの特性（年齢・性別・人種・SESなど）や家族の特徴　De Los Reyes & Kazdin（2005）
と De Los Reyes et al（2015）によるとそれぞれ以下のようなことが明らかになっている。





中等度から高水準の同意が得られた（例えば，Angoldet al, 1987；Ivens & Rehm, 1988年）。
親の特性　親としては母親についての研究で，父親の研究は少ない。うつ・不安・ストレスに関し
ては，前述の通りである。社会経済的地位（SES）についても，一貫性のある結果は認められていな
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安などの内在化した懸念についての研究がほとんど存在しない（Dirkset al, 2012; Silverman & 
Ollendick, 2005; Tulbure, Szentagotai, Dobrean, and David, 2012）。子どもの不安に関する懸念に関
しては，数十年にわたる研究が，これらの懸念を評価するための子どもの自己報告の信頼性と妥当
性を証明している（Silverman & Ollendick, 2005; Tulbureet al, 2012）。最近の研究では，子どもの
不安障害診断の予測において，親の報告と比較して，子どもの不安の自己報告が徐々に有効である







（Kolko and Kazdin 1993），親の精神病理の増大（Berg-Nielsen et al. 2003），将来の感情的および行
動的困難の予測（Ferdinand et al. 2004），母子関係の悪化の予測（De Los Reyes 2011; Israel et al. 
2007）と関連していることがわかっている。
不一致研究の理論モデル




れて，情報提供者の不一致がなぜ存在するのかを概念化したモデルである（De Los Reyes & 
Kazdin, A.E, 2005）。The Operation Triad Model（OTM モデル）複数の情報提供者の報告書の間で
観察された一貫性や不一致を評価される行動のばらつきが文脈による条件を満たしている発散・す
べての文脈で一致した行動をとる収束・文脈のばらつきではなく測定プロセスに内在される方法論
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的問題をあらわしている補償の3つの条件でデータの意味を解釈するモデルである（De Los Reyes, 
Thomas et al, 2013）。The multi-trait/multi-method（MTMM）matrix 複数の特性（構成概念）を，複














調査時期・方法　2020年7月〜 8月に Google Scholar, PubMed を用いて文献検索を行った。キーワー
ドは，“Attribution Bias Context Model” and ”Informant discrepancies” or ”Multiple Informants” 























































Table.5に示した。調査対象者の子の年齢の平均値別では，10 〜 11歳が7本（33％），11歳〜 12歳が
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5本（38％），11 〜 12歳が2本（15％），12 〜 13歳が4本（31％），13 〜 14歳が0本，14 〜 15歳が2本（15％）
であった。増分妥当性・構成概念妥当性では，合計で4本，10 〜 11歳が2本（50％），13 〜 14歳が1
本（25％），レンジ記載のみが1本（25％）であった。その他の要因との関連は合計4本のうち，11 〜








































































研究手法・使用尺度・分析方法（De Los Reyes et al,2015）
　複数情報提供者によるメンタルヘルスの認識の不一致（一致）の意味については，長年の議論の中
で，研究手法・使用尺度・分析方法を洗練させることで測定誤差から意味ある情報として解釈可能
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 Discrepancies often exist among different informant’s ratings of child psychopathology. The 
purpose of this paper is to review multi-informant approach and indicate directions for future 
research in Japan. Twenty-one studies examining the moderator variables, incremental validity, 
and predictive power of agreement on adolescent parent-child internalizing problem were 
organized based on five variables and primary outcomes. The research design overcame 
measurement error. In terms of problem type, anxiety was well studied. In terms of research 
subjects, there was by far the least amount of research on fathers and Asian countries. The main 
findings were that moderating factors for disagreement were related to attributional bias rather 
than parental psychopathology for internalization problems, parental perceived nurturing 
behavior for depression, and parental psychopathology for anxiety. Incremental validity and 
predictive power were consistently confirmed. Inconsistencies in mental health perceptions were 
associated with children's hostility, self-harm, and delinquency toward their parents and low self-
esteem. These results led to a discussion of future issues.
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